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ＮＤ８０８０取扱説明書 

 

Ⅰ． ディップスイッチの確認 

  

ディップスイッチ（ＤＳ１）が下図のように№２～３がＯＦＦになっていることを確認してください。№１はＴＫ８０モニタ／

ＮＤ８０Ｚモニタ選択用です。とりあえずはどちらでも構いません（モニタプログラムの選択はⅢ．で説明します）。 

№１～３がＯＦＦになっていなければ、小型のマイナスドライバなどで、ＯＦＦにしてください。 

 
Ⅱ． 電源をセットする 

 

 

セットに附属している電源のプラグ側をＮＤ８０８０の電源ジャック（Ｊ３）にしっかり差し込んで、電源の本体側を家庭

用ＡＣ１００Ｖのコンセントに差し込むと、ＮＤ８０８０に＋５Ｖが供給されて、７セグメントＬＥＤが点灯します（下図）。 

電源の入り切りを簡単にするために、スイッチ付のコンセントを使うこともできます。 
電源をＯＮにしてから、７セグメントＬＥＤが点灯するまでに１秒程度かかることがありますが故障ではありません。 

電源をＯＮにすると、ＬＥＤは００００００００を表示します。 

 

 

Ⅲ． ＲＯＭに入っているモニタプログラムについて 

 

 ＮＤ８０８０のＲＯＭには、３つのモニタプログラムが入っています。 

 アドレス００００からスタートするＴＫ８０モニタプログラムのほかに、アドレス０４００からスタートする同じくＴＫ８０モニタ

プログラムと、０８００からスタートするＮＤ８０Ｚモニタプログラムです。 

 

 ００００スタートのＴＫ８０モニタプログラムはＮＥＣのＴＫ８０モニタプログラムと同じで（一部異なっているところもありま

す）、ＲＡＭワークエリアもＴＫ８０と同じ８３ｘｘ番地台になっています。 

 

０４００スタートのＴＫ８０モニタプログラムは、００００スタートのモニタプログラムを０４００スタートに直しただけで００

００スタートのＴＫ８０モニタプログラムと同じ動作をしますが、ＲＡＭワークアドレスは８３ｘｘではなくてＦＦｘｘになってい

ます。このモニタプログラムはその基本的な部分をＮＤ８０Ｚモニタプログラムが使用するためにあります。 
 

０８００スタートのＮＤ８０Ｚモニタプログラムは当社オリジナルのＮＤ８０Ｚボードに搭載していたモニタプログラムです。 
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ＴＫ８０モニタプログラムをベースにしていますが、さらに多くの機能が追加されています。 

ＲＡＭワークアドレスはＦＦｘｘになっています。 

 

［注記］ＮＤ８０８０のＣＰＵは８０８０です。ＮＤ８０ＺモニタプログラムがＣＰＵレジスタをＲＡＭワークエリアにセーブ、ロー

ドする対象は８０８０のもつレジスタだけです。Ｚ８０で追加された、Ａ’、Ｆ’、Ｂ’、Ｃ’、Ｄ’、Ｅ’、Ｈ’、Ｌ’、ＩＸ、ＩＹ、Ｉ、Ｒに

対しては働きません。 

 

３つのモニタプログラムのうち、０４００スタートのＴＫ８０モニタプログラムは、それだけを単独で使用することはでき

ません。ＮＤ８０Ｚモニタの制御のもとで、基本的なサブルーチンをコールして使うことはできます。 

００００スタートのＴＫ８０モニタと０８００スタートのＮＤ８０Ｚモニタのどちらを使うかは、ディップスイッチ（ＤＳ１）の№１

で選択できます。 

 

（１）００００スタートのＴＫ８０モニタプログラムは、№１を下側（ＯＦＦ）にしたときに選択されます。 

 

ＴＫ８０のために書かれたプログラムの多くは、ＴＫ８０モニタプログラムのサブルーチンをＣＡＬＬしたり、ＴＫ８０のワ

ークエリアアドレスをアクセスしていますから、そのようなプログラムをキーから入力して実行させる場合には、００００

スタートのＴＫ８０モニタプログラムを選択しておくことが必要になります。 
 

（２）０８００スタートのＮＤ８０Ｚモニタプログラムは、№１を上側（ＯＮ）にしたときに選択されます。 

 

ＮＤ８０Ｚモニタプログラムを選択していても、００００番地からにあるＴＫ８０モニタプログラムのサブルーチンがＣＡＬ

Ｌできないようになっているわけではありません。ただＴＫ８０モニタサブルーチンをＣＡＬＬすると、８３ｘｘ番地台のメモリ

がアクセスされて書き換わるほか、７セグメントＬＥＤに表示することができません。 
ＮＤ８０Ｚモニタを選択した状態で、ＴＫ８０モニタのサブルーチンを使用する場合は、００００スタートのＴＫ８０モニタプ

ログラムではなくて０４００スタートのＴＫ８０モニタプログラムのサブルーチンをコールするようにしてください。 
 

ディップスイッチによるモニタプログラムの選択は、電源をＯＮしたときか、ＲＥＳＥＴ（ＭＯＮ）スイッチを押したときに

行われます。それ以外のときにディップスイッチの設定を変更しても、そのままではモニタプログラムは切り換わりませ

んが、ＬＥＤ表示アドレスだけが強制的に切り換わりますから、ＬＥＤの表示がデタラメになります。 
モニタプログラムを切り換えるには、ディップスイッチの設定を変更したあとでＲＥＳＥＴ（ＭＯＮ）スイッチを押してくだ

さい。 
または電源ＯＦＦの状態で切り換えてから、電源をＯＮにしてください（こちらの方法を推奨します）。 

 

Ⅳ． モニタプログラムの操作説明書について 
 

（１）「ＴＫ８０モニタプログラム操作説明書」は、ＴＫ８０モニタプログラムの操作を説明しています。 
ＮＤ８０ＺモニタプログラムよりもＴＫ８０モニタプログラムの方が機能が少ないので、最初はまずＴＫ８０モニタプログ

ラムの操作に慣れることからスタートしたほうがわかりやすいでしょう。 
ＮＤ８０８０のキートップに貼られているキーシールはＮＤ８０Ｚモニタプログラムの機能に合わせてあります。 
ＴＫ８０モニタプログラムでは、一部のキーの機能がＮＤ８０Ｚモニタプログラムとは異なっています。 
「ＴＫ８０モニタプログラム操作説明書」はＴＫ８０モニタの機能を説明するために、そのようなキーについては、ＴＫ８

０のキー名で説明をしています。 
もしわかりづらいようでしたら、アクリルの透明キャップを外して、キーシールにエンピツなどで、ＴＫ８０でのキー名を

書き込んでください（大きく相違しているのは下の４個のキーです）。 
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［ＴＫ８０キー］  ［ＮＤ８０Ｚキー］ 
 ＲＥＴ        ＣＯＮＴ 
 ＳＴＯＲＥ     ＊（Ｉ／Ｏ） 
 ＬＯＡＤ      ＲＥＧ 
 ＲＥＳＥＴ     ＭＯＮ 
 
ＲＤＩＮＣ（ＲＥＡＤＩＮＣ）、ＲＤＤＥＣ（ＲＥＡＤＤＥＣ）、ＷＲＩＮＣ（ＷＲＩＴＥＩＮＣ）はわずかな相違ですから気になるほどで

はないでしょう。 
 
（２）「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」は、ＮＤ８０Ｚモニタプログラムの操作を説明しています。 
ＮＤ８０ＺモニタプログラムにはＴＫ８０モニタプログラムにはない、いろいろな機能が追加されていますが、基本的な

機能やキー入力の仕方などはＴＫ８０モニタプログラムと同じです。 
説明が重複しますから、そのような基本的な機能や、キー入力の仕方の説明は「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説

明書」では省略してあります。 
ですからキー操作やモニタプログラムの基本的な操作に慣れるために、まず「ＴＫ８０モニタプログラム操作説明書」

から読むことをおすすめします。 
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Ⅴ． メモリマップ 

 
ＮＤ８０８０の３つのモニタプログラムはＲＡＭワークエリアのアドレスなどが異なります。 
参考までに全体のメモリマップと、各モニタプログラムのＲＡＭワークエリアのメモリマップを示します。 
 
（１）全体のメモリマップ 
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（２）ＴＫ８０モニタプログラム（００００スタート）ワークエリア 
 

 

太線で囲んだ範囲はＴＫ８０モニタプログラムとＮＤ８０Ｚモニタプログラムがともにアクセスする領域です。 

ＲＳＴジャンプテーブルについての説明は次ページの（４）にあります。 

 



 6 

（３）ＮＤ８０Ｚモニタプログラム（０８００スタート）ワークエリア 

 
 

（４）ＲＳＴジャンプテーブル 

 

 システムワークエリアの中に、ＲＳＴ７～ＲＳＴ１ジャンプテーブルがあります。 

  これはユーザーがプログラム中でＲＳＴ命令を使ったり、あるいは割り込み処理を行ったときに、ユーザー領域にジ

ャンプさせるためのものです。 

  割込みには通常はＲＳＴ７を使うのですが、ＮＤ８０８０ではＲＳＴ７をステップ動作に使用しているためにユーザーが

使うことはできません。 

 ユーザーに開放されているのはＲＳＴ６～ＲＳＴ２です。 

 ＲＳＴ１はモニタリエントリアドレス（００５１、０８５１）へジャンプします。 

 モニタリエントリはスタックポインタを再設定しますが、７セグメントＬＥＤ表示などはクリアされません。 

 

 ＲＳＴ命令のエントリアドレスは００００～００３８の間のアドレスで８バイトごとに置かれています。 

 ＮＤ８０８０ではそのアドレスはＴＫ８０モニタＲＯＭの領域なので、そこにユーザーが任意のジャンプ命令などを自由

に書き込むことはできません。 

 そのための対策として、ＲＯＭに置かれている本来のＲＳＴ命令のエントリアドレスには、上のメモリマップにあるＲＡ

Ｍのアドレスへのジャンプ命令が書かれています。 

 たとえばアドレス００１０はＲＳＴ２のエントリアドレスですが、ＮＤ８０８０モニタＲＯＭの００１０には次のように書かれて

います。 
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００１０ Ｃ３ＢＤＦＦ ＪＭＰ ＲＳＴ２ 

 

ユーザープログラムの中でＲＳＴ２命令が実行されると（あるいは割込みによってＲＳＴ２が実行されると）、ＲＡＭのＦ

ＦＢＤ番地にジャンプします。 

ユーザープログラムの先頭で、ＦＦＢＤ～ＦＦＢＦにユーザーが希望するＲＳＴ２の処理ルーチンへのジャンプ命令を

書き込むようにしておくことによって、ユーザーがＲＳＴ命令を利用することができるようになります。 

たとえば８２００にジャンプさせたい場合には、ＦＦＢＤにＣ３を、ＦＦＢＥに００を、ＦＦＢＦに８２を書き込んでからＲＵＮさ

せます。あるいはユーザープログラムの先頭に次の命令を書いておきます） 

3EC3    MVI A,C3 

32BDFF  STA $FFBD  

210082  MVI H,$8200  

22BEFF  SHLD $FFBE 

 

なお００００スタートのＴＫ８０モニタプログラムが選択されているときには、ＦＦＢＡ～ＦＦＣＥのジャンプテーブルでは

なくて、８３Ｄ１～８３ＤＦのジャンプテーブルを使います。 

００００スタートのＴＫ８０モニタプログラムは起動時にＦＦＢＡ～ＦＦＣＥのジャンプテーブルに、８３Ｄ１～８３ＤＦのジャ

ンプテーブルへのジャンプ命令を書き込みます。 

ＴＫ８０モニタプログラムが選択されているときには、８３Ｄ１～８３ＤＦにユーザープログラムへのジャンプ命令を書く

ことでＲＳＴ命令を利用することができるようにするためです。 

ＴＫ８０モニタプログラムを選択しているときに、ＦＦＢＡ～ＦＦＣＥを書き換えてＲＳＴ命令を利用することも出来ますが、

ここでわざわざ８３Ｄ１～８３ＤＦへジャンプするようにしているのは、ＴＫ８０用に書かれたプログラムでＲＳＴ命令を利用

している場合には、８３Ｄ１～８３ＤＦのジャンプテーブルを利用していますから、そのようなプログラムをできるだけ変

更しないでそのまま使えるようにするためです。 

 

なお、ジャンプテーブルのうち、ＲＳＴ１のアドレス（ＦＦＢＡ～ＦＦＢＣ）を書き換えると、ユーザープログラムでＲＳＴ１命

令（１６進コードＣＦ）を実行しても、モニタプログラムのリエントリアドレス（００５１、０８５１）に戻れなくなります。 

またＲＳＴ７のアドレス（ＦＦＣＣ～ＦＦＣＥ）を書き換えると、モニタプログラムのステップ機能やブレイク機能、トレース

機能が動作しなくなります。 

そのような場合でもＲＥＳＥＴ（ＭＯＮ）キーを押せば初期状態に戻ります。 

 

Ⅵ． Ｉ／Ｏマップ 

 
以下のＩ／Ｏアドレスに割り付けられている各Ｉ／Ｏインターフェースのうち、アドレス８０～８３の８２Ｃ５５以外のほと

んどはモニタプログラムの制御に関係しています。 

特にそのうち出力の出力に割り当てられているＩ／Ｏアドレスに対して不用意にデータを出力すると、モニタプログラ

ムの動作が影響を受けることになりますから、注意してください。 

そのような場合でもＲＥＳＥＴ（ＭＯＮ）キーを押せば初期状態に戻ります。 

 

アドレス ００～７Ｆ 未使用 

 

アドレス ８０～８３ ＩＣ８ Ｉ／ＯポートＬＳＩ ８２Ｃ５５ 

        ８０  Ａポート 

８１  Ｂポート 

８２  Ｃポート 

８３  コントロールワード 

    

アドレス ８４～８Ｆ 未使用 

 

アドレス ９０～９３ 未使用 

 

アドレス ９４～９７ ８ビット入力および４ビット出力ポート 

     （入力） 

        ビット０～３ ＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０データ 

ビット４～６ ＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０コントロール 

ビット７   ディップスイッチ№１（ＴＫ８０／ＮＤ８０Ｚモニタ選択） 

      （出力） 

    ビット０～３ ＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０データ 
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アドレス ９８～９Ｂ ８ビット出力ポート 

         ビット０～ビット２ ＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０コントロール 

         ビット３ ＤＡＴＡ出力イネーブルメディスイネーブル 

ビット４ ７セグメントＬＥＤ表示ＤＭＡ制御 

         ビット５ スピーカー出力 

         ビット６ 未使用 

         ビット７ 未使用 

 

アドレス ９Ｃ～９Ｆ ３ビット出力ポート 

ビット０～２ ５×５キーマトリクスラインセレクト（出力） 

ビット３ モニタＲＯＭ／増設ＲＡＭ切換スイッチ 

 

アドレス ９Ｃ～９Ｆ ８ビット入力ポート 

         ビット０～７ ５×５キーマトリクスデータ（入力） 

 

アドレス Ａ０～ＦＦ 未使用 

 

Ⅶ． プログラム、データの保存 

 

（１）メモリバックアップ 

 

ＲＯＭに書かれたプログラムは電源を切っても消えないで残っていますが、ＲＡＭに書かれたデータやプログラムは

電源を切ると失われてしまいます。 

しかしＮＤ８０８０はＲＡＭをボード上のボタン電池でバックアップしていますから、電源を切ってもＲＡＭに書かれたプ

ログラムやデータは消えないでそのまま残っています。 

ただプログラムミスや操作ミスでプログラムが暴走したりすると、ＲＡＭに書かれたデータやプログラムは破壊されて

しまうことがあります。 

そのような場合にそなえて、ＲＡＭ上で作成したプログラムやデータは、ＵＳＢケーブルでパソコンに接続して、パソ

コンのハードディスクに保存しておくことをおすすめします。 

 

（２）ＵＳＢ接続によるプログラム、データの保存 

 

ＴＫ８０モニタプログラム、ＮＤ８０Ｚモニタプログラムには、ＵＳＢケーブルでパソコンと接続して、パソコンのハードデ

ィスクにプログラムやデータを保存したり、逆にパソコンのハードディスクに保存してあるプログラムやデータを、ＮＤ８

０８０のＲＡＭにロードすることができます。 

実際にＵＳＢ通信を行うインターフェース部分はＺ８０Ａのプログラムではなくて、ボード上のＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０が行い

ます。 

ＵＳＢ接続でプログラムやデータのＳＡＶＥ、ＬＯＡＤを行うためには、あらかじめパソコン側で送信、受信のためのプ

ログラムを準備しておく必要があります。 

パソコン側でのＵＳＢ接続の準備については「ＵＳＢ接続説明書」を参照してください。 

 

ＮＤ８０８０の操作は、ＴＫ８０モニタプログラムとＮＤ８０Ｚモニタプログラムとでは、キーの操作が異なっています。 

それぞれの具体的な操作の仕方については、「ＴＫ８０モニタプログラム操作説明書」または「ＮＤ８０Ｚモニタプログ

ラム操作説明書」の「４章 プログラムのＳＡＶＥ、ＬＯＡＤ」を参照してください。 

 

Ⅷ． ＲＳ２３２Ｃインターフェース 

 

ＴＫ８０モニタプログラム、ＮＤ８０Ｚモニタプログラムには、ユーザープログラムやデータをＲＳ２３２Ｃインターフェース

を使って外部に送出したり、外部から受信したりする機能があります。 

実際にＲＳ２３２Ｃ通信を行うインターフェース部分はＺ８０Ａのプログラムではなくて、ボード上のＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０が

行います。 

 

（１）仕様 

 

 ＲＳ２３２Ｃインターフェースの仕様は以下の通りです。 

 

ボーレート   ９６００ボー、４８００ボー、２４００ボー（ディップスイッチにより選択） 
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データ長    ８ビット 

スタートビット １ 

ストップビット １ 

パリティビット なし 

通信方式 調歩同期式（非同期式） 

データ ８ビットバイナリ 

コネクタ ９ピンＤＳＵＢ（メス） 

 

（２）接続ケーブル 

 

ＲＳ２３２Ｃでの通信をおこなうときは、ＮＤ８０８０の９ピンＤＳＵＢコネクタ（ＣＮ１）に２３２Ｃケーブルを接続します。 

ＮＤ８０８０のＤＳＵＢコネクタは９ピンメス型コネクタですから、接続ケーブルは９ピンオス型タイプになります。 

ＲＳ２３２Ｃの接続はこちらのＲＸＤ（受信データ）を相手のＴＸＤ（送信データ）に、こちらのＴＸＤを相手側のＲＸＤに接

続する（クロス接続方式）と、こちらのＲＸＤを相手のＲＸＤに、こちらのＴＸＤを相手側のＴＸＤに接続する（ストレート接

続方式）とがあります。 

 いずれの接続方式にするかはこちら側と相手側の仕様によって決まります。 

 相手側のコネクタも９ピンの場合と２５ピンの場合があって、さらにそのコネクタがオス型の場合とメス型の場合があ

ります。 

 一般に双方のコネクタの形式に合ったＲＳ２３２Ｃケーブルを用いることで、クロス接続かストレート接続かも合うこと

になります。 

 ＮＤ８０８０のＤＳＵＢ９ピンコネクタはＷｉｎｄｏｗｓパソコンの９ピンコネクタとはオスメスが逆になっています。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓパソコンの２３２Ｃ９ピンコネクタはオス型になっています。 

 この場合の接続はストレート接続になります。 

  

［注記］ＮＤ８０８０組立キットにはＲＳ２３２Ｃケーブルは附属していません。 

 目的の用途に合った接続ケーブルを用意してください。 

 ＮＤ８０８０のＲＳ２３２ＣインターフェースはＲＸＤとＴＸＤとＧＮＤの３本のラインしか接続しない、タレ流し式の接続です。 

 ３本しか結線しませんから、コネクタさえ用意すれば、ケーブルを自作することも可能です（ＲＳ２３２Ｃ接続用９ピンＤ

ＳＵＢコネクタの端子接続図は、次の「Ⅸ．コネクタ端子接続図」にあります）。 

 

（３）タレ流し式の接続 

 

 ＮＤ８０８０のＲＳ２３２Ｃ通信は、ハードウェアハンドシェークを行わない、タレ流し式の通信を行います。 

 タレ流し式ですから、こちらが受信する場合に相手が余り高速でデータを送ってくると、データを受信しそこねてしま

います。 

 また逆にこちらが送信の場合、相手があまり処理に時間がかかってしまうと、相手側が受信エラーになってしまいま

す。 

 しかし接続が簡単なので一般にパソコンではこのような簡易型の接続方法がよく用いられます。 

 ＮＤ８０８０では、相手側がタレ流し式の結線になっていない場合でも、タレ流し式の送受信が行われるようにする

ため、ＤＴＲ（４番ピン）とＤＳＲ（６番ピン）、ＲＴＳ（７番ピン）とＣＴＳ（８番ピン）を基板内部でショートしてあります。 

 

（４）ボーレート 

 

 ＮＤ８０８０のＲＳ２３２Ｃ通信は、ハード、ソフト上の都合で、ボーレートは、９６００ボー、４８００ボー、２４００ボーのい

ずれかから選択します。 

 データの仕様は、８ビット、ノンパリティ、スタートビット１、ストップビット１のみです。 

 

 ボーレートは、ディップスイッチＤＳ１の№２、№３で設定します（次ページ図）。 
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［注意］№２と№３をともにＯＮにしてはいけません。 
 

ボーレートの設定はリセットまたは電源をＯＮにしたときにだけ行われます。 
 電源をＯＮにして、操作している途中でボーレートを変更するために、ディップスイッチを変更した場合には、一度リセ

ットスイッチを押して、リセットしてください。 
 

（５）通信プログラム 
 

 オリジナルのＴＫ８０モニタプログラムにはＲＳ２３２Ｃのための通信機能はありません。 
 ＮＤ８０８０はＴＫ８０モニタプログラムが選択されているときでも簡単にＲＳ２３２Ｃ通信が行えるように、モニタプログ

ラムＲＯＭにＲＳ２３２Ｃ送信、受信プログラムを書いてあります。 
 簡単なプログラムを書いて、ＲＳ２３２Ｃ送信、受信プログラムにアクセスすることで、ＲＳ２３２Ｃ通信を行うことができ

ます。 
 具体的な使い方は、「ＴＫ８０モニタプログラム操作説明書」の「７章 ＲＳ２３２Ｃ通信」を参照してください。 
 
 ＮＤ８０Ｚモニタプログラムでは、簡単なキー操作でＲＳ２３２Ｃ通信を行うことができます。 
 ［＊（Ｉ／Ｏ）］［２（ＳＩ）］と続けて押すことでＲＳ２３２Ｃ送信を行うことができます。 
 また［＊（Ｉ／Ｏ）］［３（ＳＯ）］と続けて押すことでＲＳ２３２Ｃ受信を行うことができます。 
 具体的な使い方は、「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」の「４章 プログラム、データのＳＡＶＥ、ＬＯＡＤ」を参照

してください。 
 

（６）受信エラー 

 

受信エラーが発生すると、ＬＥＤにＥｒｒｏｒ．．．と表示されます。 
通常発生するエラーはフレーミングエラーです。 
ボーレートが違っているときに発生するエラーです。 
通信状態が悪くてスタートビット、ストップビットの位置がおかしい場合にもエラーになります。 
また、ＮＤ８０８０が先に受信状態になっていなければならないのに、それ以前にデータが送信されてきたときもエラ

ーになります。 
その場合のエラーはオーバーランエラーか受信バッファオーバーフローエラーです。 
発生した受信エラーの種類は、アドレスＦＦＢ８に入れられています。 
［Ｆ］［Ｆ］［Ｂ］［８］［ＡＤＲＳＳＥＴ］と操作することで、そのエラーの種類を知ることができます。 
 

フレーミングエラー           ０４ 

オーバーランエラー          ０２ 

受信バッファオーバーフローエラー ０１ 

 

Ⅸ． コネクタ端子接続図 

 

（１）ＣＮ１ ＲＳ２３２Ｃコネクタ（９ｐｉｎＤＳＵＢコネクタメス） 
 

ピン№    信号名 
 １      ＧＮＤ 
 ２      ＴＸＤ（送信） 
 ３      ＲＸＤ（受信） 
 ４      ボード上でピン６と接続 
 ５      ＧＮＤ 
 ６      ボード上でピン４と接続 
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 ７      ボード上でピン８と接続 
 ８      ボード上でピン７と接続 
 ９      － 
 

（３）ＣＮ３ Ｉ／Ｏ増設用バスコネクタ（２６ｐｉｎフラットケーブルコネクタ） 
 

RESETIN １ ２ ＧＮＤ  
＋５Ｖ ３ ４  ＩＮＴ 
ＧＮＤ ５ ６  
 ７ ８ RESETOUT 

  Ｄ０ ９ １０  Ｄ１ 
  Ｄ２ １１ １２  Ｄ３ 
  Ｄ４ １３ １４  Ｄ５ 
  Ｄ６ １５ １６  Ｄ７ 
  Ａ０ １７ １８  Ａ１ 
  Ａ２ １９ ２０  Ａ３ 
  Ａ４ ２１ ２２  Ａ５ 
  Ａ６ ２３ ２４  Ａ７ 
  ＩＯＲ ２５ ２６  ＩＯＷ 

 

（２）ＣＮ２ 増設用バスコネクタ（１０ｐｉｎフラットケーブルコネクタ） 

 
Ａ８ １ ２ Ａ９  
Ａ１０ ３ ４ Ａ１１ 
Ａ１２ ５ ６ Ａ１３ 
Ａ１４ ７ ８ Ａ１５ 

 ＭＥＭＲ ９ １０ ＭＥＭＷ 

 

 （４）ＣＮ４ ８２Ｃ５５入出力コネクタ 
（２６ｐｉｎフラットケーブルコネクタ） 

 
ＰＡ５ １ ２ ＰＡ４ 
ＰＡ７ ３ ４ ＰＡ６ 
ＰＡ２ ５ ６ ＰＡ３ 
ＰＡ０ ７ ８ ＰＡ１ 
＋５Ｖ ９ １０ ＧＮＤ 
ＰＣ６ １１ １２ ＰＣ７ 
ＰＣ４ １３ １４ ＰＣ５ 
ＰＣ１ １５ １６ ＰＣ０ 
ＰＣ３ １７ １８ ＰＣ２ 
ＰＢ６ １９ ２０ ＰＢ７ 
ＰＢ４ ２１ ２２ ＰＢ５ 
ＰＢ２ ２３ ２４ ＰＢ３ 
ＰＢ０ ２５ ２６ ＰＢ１ 
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［ｍｅｍｏ］ 

 

 


